
■
国
内
の
連
携
、
大
震
災
で
大
切
さ
を
再
確
認

　
人
材
養
成
の
拠
点
整
備
課
題

　
国
際
貢
献
で
地
域
お
こ
し
を

　
阪
神
大
筒
災
擾
、
全
日
本
病
院
協

会
、
日
本
医
師
為
一
、
航
９
会
社
、
自

治
体
な
ど
と
タ
イ
ア
ッ
プ
、
七
十
二

時
間
以
内
に
国
内
ど
こ
に
で
も
出
動

で
き
る
態
勢
を
確
立
し
ま
し
た
。

　
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
（
ア
ジ
ア
医
師
連
絡
協

議
会
）
は
、
海
外
経
験
が
生
き
て
何

と
か
神
戸
の
震
災
で
は
お
役
に
立
て

た
よ
ろ
で
す
か
、
実
は
こ
の
時
が
最

初
の
国
内
救
援
活
動
。
海
外
だ
け
で

な
く
、
国
内
で
の
連
携
、
と
り
わ
け

全
国
各
地
の
ロ
ー
カ
ル
Ｎ
Ｇ
Ｏ
（
非

政
府
組
織
）
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
（
非
営
利
団

体
）
な
ど
と
の
如
簡
づ
く
り
の
大
切

淑
畝
ｙ
改
め
て
再
確
認
し
ま
し
た
。

　
地
域
お
こ
し
に
ど
う
か
か
わ
る

か
ｉ
一
つ
だ

と
考
凡
て
い
家
鳶
岡
山
県
は
我
々

の
皆
勤
昂
9
4
a
’

y
l
9
t
s
l
i

ネ
ー
ブ
・
東
の
岡
山
こ
’
、
噂
ぱ
れ
る

ーき
だ
と
規
譚
J
p
4
}
t
5
4
r

t
x
4

ネ
ー
プ
の
よ
ろ
に
Ｉ
迪
禰
が
集
積

す
る
地
域
を
ま
ね
る
の
で
は
な
く
、

世
界
が
必
要
と
す
る
平
和
に
貢
献
す

る
都
市
を
広
島
や
沖
縄
と
Ｉ
緒
に
つ

く
っ
て
い
く
の
が
狙
い
で
す
。

　
Ｎ
Ｇ
Ｏ
国
摩
大
学
や
国
雄
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
養
成
機
関
、
ア
ジ
ア
・
太
平

洋
の
大
規
模
災
害
を
粗
野
に
入
れ
た

災
害
救
助
国
際
セ
ン
タ
ー
の
設
蹟
な

ど
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
交
流
・
人
材
積
収
拠

点
の
瞭
備
が
当
面
の
痛
罵
で
す
ね
。

広
島
県
で
未
習
一
稜
す
る
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ

・
Ｎ
Ｇ
Ｏ
カ
レ
ッ
ジ
は
そ
の
男
一
弾
。

世
界
で
活
躍
す
る
Ｎ
Ｇ
Ｏ
や
国
鴻
機

関
の
専
門
家
ら
を
岡
山
、
広
島
、
沖

ア９７｡sあssf,。菅波　茂氏

縄
の
三
県
な
ど
で
養
成
、
人
材
供
給

の
ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル
が
で
き
れ
ば
面

白
い
。

　
国
際
Ｎ
Ｇ
Ｏ
サ
ミ
ッ
ト
な
ど
国
際

会
議
の
開
催
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま

す
。
サ
ミ
ッ
ト
に
は
岡
山
県
下
の
自

治
体
や
各
種
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
が

今
回
も
数
多
く
参
加
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
を
き
っ
か
け
に
県
甲
央
部
の

加
茂
川
町
は
全
国
初
の
「
国
際
貢
献

条
例
」
を
制
定
。
全
町
民
（
六
千
七

百
人
）
が
パ
ス
ポ
ー
ト
を
持
つ
運
動

に
取
り
組
み
、
ソ
マ
リ
ア
難
民
救
援

や
内
モ
ン
ゴ
ル
の
ク
グ
チ
砂
漠
緑
化

協
力
な
ど
過
去
三
年
間
に
十
三
カ
国

へ
の
貧
献
哭
禎
を
記
録
。
町
の
活
性

化
に
役
立
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
加

盟
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
側
面
か
ら
叉
價
し
、
い

わ
ぱ
Ｊ
Ｉ
の
根
外
務
省
″
の
役
胴
を

果
た
し
た
モ
デ
ル
事
例
こ
階
凡
ゐ
で

ー
４
(
Ｘ
。

　
口
本
人
″
″
ｉ
攘
曹
郷
し
と
嘩
ぱ

れ
る
の
ほ
濯
滉
レ
ペ
ル
で
の
Ｉ
祠
炉

―
怨
ａ

W
S
~
I
輯

－ｌ
が
庸
淑
に

f
S
4
Q
’

I
S
9
1
S
4
j
l
l
雄

魂
い
″
ｉ

g
3
9
9
9

と
４
関
心
が
あ
ぅ
で
仙
鰐
を
ご
つ
す

れ
ば
い
い
の
か
。
秋
謬
｀
鋤
な
ど
に

参
加
し
た
り
行
動
す
る
ノ
ウ
ハ
ウ
や

手
段
も
な
い
時
代
が
長
い
間
続
い
た

の
が
現
実
だ
と
思
い
ま
す
ね
。

　
・
几
○
一
九
一
年
の
湾
岸
戦
争
で
日

本
政
府
の
鶴
出
し
た
ほ
三
十
簿
♂
も

の
資
金
援
助
が
『
頗
の
旭
え
な
い
霞

献
』
と
国
際
社
命
の
失
笑
麿
買
っ
た

の
は
、
日
本
人
喩
体
り
国
際
感
覚
の

水
準
の
低
さ
そ
露
場
し
た
典
Ｉ
的
な

出
来
事
だ
っ
た
と
゛
て
い
水
す
。

　
　
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
は
来
書
、
兪
端
の
口

　
　
Ｉ
カ
ル
Ｎ
Ｇ
Ｏ
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
・

　
　
治
体
な
ｙ
｀
約
覆
一
体
と
吻
域
お
。

　
　
　
　
　
こ
し
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

　
ロ
　
　
　
ク
を
つ
く
る
。

　
讐
　
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
殯
の
根
外
務

　
ｔ
市
省
な
ど
と
し
p
’

I
S
4
J

　
心
心
海
外
霜
ぷ
時
代
が
到
来

　
Ｆ

し
て
い
ま
す
。
大
切
な
の

　
四
一
匹
は
町
内
会
や
女
性
会
、
冑

　
　
　
年
団
な
ど
の
市
民
団
体
を

　
四
皿

地
域
ぐ
る
み
ど
う
巻
き
込

　
　
る
む
か
。
加
茂
川
町
の
よ
う

皿
急
す
な
事
例
が
一
つ
で
も
増
え

’
昌

６
忿
・
ｓ
際
協
カ
晋

　
　
　
経
済
進
出
は
む
ろ
ん
、
地

　
　
　
方
の
時
代
も
ま
た
あ
り
得

四
四
ぺ

な
い
わ
け
で
す
か
ら
。

　
ア
メ
　
　
（
聞
き
手
は
編
集
委
員

佐
藤
徳
夫
）


	page1

